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研究成果の概要（和文）： 
本研究は，乳児を対象に近赤外分光法（NIRS）を用い，1）母親顔認知における脳活動，

2）表情認知における脳活動について検討した． 
1）生後 7-8 ヶ月児に母親顔と未知の女性顔を提示したところ，未知顔では右側頭部でのみ，
一方で母親顔では左右両側頭部で脳活動の増加が認められた．生後 7-8 ヶ月になると，母
親顔に対する特殊な脳活動が出現する可能性を示唆した． 
2）笑顔と怒り顔を提示中の生後 6-7 ヶ月児の脳反応を計測した結果，笑顔では左側頭部，
怒り顔では右側頭部で活動が増加した．乳児は各表情から生物学的な意味を読み取り，異
なる脳の部位で表情を処理していることが示唆された． 
 
研究成果の概要（英文）： 
This near infrared spectroscopy (NIRS) research investigated that 1) the neural 

activity in infant’s mother’s face recognition, and that 2) the hemodynamic responses 
to happy and angry facial expressions in infants. 
1) The hemodynamic responses in the right temporal cortex increased for strangers’ 
faces. By contrast, the presentation of mother’s face elicited great hemodynamic 
responses in the bilateral temporal cortex.  The findings imply that the probable 
presence of cortical specialization for the mother’s face in infants may be firmly 
established by the age of 7 to 8 months.   
2) The left temporal area was significantly activated relative to the baseline when 
infants looked at happy faces, while the right temporal area was significantly activated 
for angry faces.  The results suggested that the different hemodynamic responses 
between the perception of positive and negative expressions in infants is related to the 
different biological meanings of positive and negative facial expressions.   
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・認知科学 
キーワード：顔認知・乳児・近赤外分光法   
 
１．研究開始当初の背景 
これまで，乳児の脳活動は，事象関連電位

（event-related potentials；ERPs）でのみ
計測可能であったが，近年，近赤外分光法
(Near-Infrared Spectroscopy；NIRS)を用い
て，乳児の脳機能の解明を行う研究が多く行
われている．NIRS の大きな利点は拘束性が
少ないことで，検査中実験参加者を固定する
必要がなく，多少動いても計測可能であるた
め，成人と比べ一定期間同じ姿勢を継続する
ことの困難な乳児には適した装置である．こ
の NIRS を用いることで，乳児の顔認知にお
ける脳活動を捉えることが可能である．
NIRS によって，今後一層乳児の顔認知機能
に関連する反応部位の解明が可能であり，心
理学のみならず神経科学の分野においても
大きな貢献が期待できると考える． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，NIRS を用いて （1）乳児の
母親顔認知における発達，（2）乳児の表情認
知の発達について，それぞれ乳児の脳活動を
計測し，その発達過程について検討していく． 
 
３．研究の方法 
（1）乳児の母親顔認知における発達 
 生後 7-8 ヶ月児 15 名を対象として，母親
顔と未知顔の顔認知に関する脳活動を NIRS
により計測した．実験参加に意向を示す母親
の顔写真を事前に撮影し，刺激は，髪型を手
がかりとして識別する可能性を排除するた
め，顔のみを切取り提示した．これまでの
NIRS による乳児の顔認知の知見と同じく，
顔を提示すると脳の右側頭部位での活動の
増加が認められるのか，さらにその脳内活動
は，未知顔よりも母親顔に対して大きく認め
られるのか，について検討した． 
 
（2）乳児の表情認知の発達 
 未知の女性の笑顔，怒り顔を提示中の生後
6-7 ヶ月児の脳活動の計測を NIRS により実
施した．実験の仮説として，笑顔，怒り顔い
ずれの表情も，乳児の脳の右半球で処理され
ているなら，笑顔・怒り顔とも，右半球での
脳血流量が増大すると考えられた．一方で，
表情によって左右半球差が見られるなら，成
人と同じく，笑顔では左半球，怒り顔では右
半球の脳血流量が増加すると考えられた．実
験データはこれまでのNIRS実験（Nakato et 
al, 2009）に基づいて分析を行い，左右半球
の活動差について検討した． 
 

４．研究成果 
（1）乳児の母親顔認知における発達 
NIRS計測の結果，未知の女性の顔を見てい

る時には右側頭部での脳血流量が増加した
一方で，母親顔に対しては，右側頭部ととも
に左側頭部でも，脳血流量の増加が認められ
た（図 1）．既知の顔でも，未知の顔でも，既
知性に関わらず，顔を見ると右側頭部での活
動が増加したことから，これまでの NIRS を
用いた乳児の顔認知研究と同じく，顔処理に
おける右側頭部での活動の優位性が示され
た．さらに，母親顔の処理には左右両側頭部
位の活動が関与し，母親顔に対する特殊な処
理過程がこの時期に発達していることが示
唆された．左側頭部には言語を司る脳の領域
があり，母親の顔を見たときには乳児が言語
コミュニケーションをとろうとしている可
能性が示される．生後 7-8 ヶ月頃は，乳児の
人見知りが始まる時期であり，今回の研究に
より，この時期の乳児の脳では母親の顔と他
人の顔に対し異なる反応を示すことが脳科
学的に明らかになった． 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1．母親顔と未知の女性顔を提示中の左右側頭

部での活動 
oxy-Hb：酸素化ヘモグロビン，deoxy-Hb：脱酸素化ヘ

モグロビン，total-Hb：総ヘモグロビン *；p< .05，#；
p< .06 

 
（2）乳児の表情認知の発達 
 NIRS実験の結果，笑顔では，顔刺激の提示
終了後でも脳反応の増加が継続していたの
に対し，怒り顔では急速に脳反応が低下した
（図 2）．笑顔は，他者に喜びの情報を伝える
ため，脳の活動が継続して活動するが，一方
で，怒り顔は，警告や危険を示す情報を伝え
次に行動を移す必要があるため，脳の活動が
急速に低下したと考えられた．また，笑顔に
対しては左側頭部，怒り顔では右側頭部で脳
反応の増加が認められた（図 3）．つまり，笑
顔(ポジティブ表情)と怒り顔(ネガティブ表
情)を，左右の別々の半球で処理しているこ
とが示された．このことから，生後間もない
乳児が，ポジティブ表情とネガティ表情から
読み取れる生物学的な意味を解釈し，その情



報に応じて別々に処理している可能性が判
明した．今回の研究は，乳児の脳内でポジテ
ィブ表情とネガティブ表情に反応する神経
基盤を明らかにした世界で初めての研究と
なった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2.笑顔と怒り顔に対する時系列データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.笑顔と怒り顔に対する左右側頭部での活動 

oxy-Hb：酸素化ヘモグロビン，deoxy-Hb：脱酸素化ヘ

モグロビン，total-Hb：総ヘモグロビン *；p< .05，#；
p< .06 
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